
Kirishima City
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
、
国
、
県
等
と
協

議
を
進
め
て
い
た
事
業
等
に

つ
い
て
、
補
助
採
択
の
見
込

み
が
立
っ
た
こ
と
に
伴
う
事

業
費
の
計
上
や
、「
霧
島
市

い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
プ
ー
ル
及
び
、「
霧

島
市
民
国
分
総
合
プ
ー
ル
」

で
相
次
い
で
発
生
し
た
天
井

付
近
の
設
備
の
経
年
破
損
へ

の
緊
急
対
応
と
し
て
、
や
む

を
得
ず
既
定
予
算
か
ら
執
行

し
た
費
用
の
補
て
ん
に
要
す

る
経
費
の
計
上
、
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
霧
島
市
ロ
ー
カ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
の
解
体
撤

去
に
要
す
る
経
費
や
、
国
分

上
小
川
工
業
団
地
の
売
却
に

関
す
る
予
算
の
計
上
が
主
な

も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
16
億
９
７
０

５
万
３
千
円
を
追
加
計
上

し
、
予
算
総
額
は
、
５
６
３

億
１
７
０
５
万
３
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

問　

本
市
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
地
域
で
差
異
が

あ
り
、
衛
生
上
、
景
観
上
、

適
切
で
な
い
箇
所
も
み
ら
れ

る
。
ご
み
の
減
量
化
に
よ
る

財
政
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

と
戸
別
収
集
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

ご
み
処
理
の
経
費
は
、

約
17
億
６
７
５
０
万
円
、
一

般
家
庭
系
の
ご
み
が
全
体
の

67
％（
２
万
７
３
１
１
ト
ン
）

で
あ
る
。
発
生
の
抑
制
、
資

源
の
再
利
用
、
再
生
利
用
で

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
、
１

７
１
６
か
所
の
自
治
会
が
管

理
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

指
定
管
理
の
施
設
等
の
民
営

化
を

問　

指
定
管
理
及
び
民
営
化

の
現
状
と
課
題
、
将
来
展
望

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。
現

在
指
定
管
理
し
て
い
る
施
設

等
で
、
民
営
化
で
き
る
施
設

の
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
導
入
し
、

現
在
１
５
９
施
設
で
実
施
。

こ
れ
ま
で
約
４
億
円
の
経
費

削
減
が
図
ら
れ
た
。
今
後
、

指
定
管
理
者
の
経
営
努
力
や

裁
量
性
が
よ
り
発
揮
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

保
育
園
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
民
営
化
を
進
め
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
踏

ま
え
、
民
間
委
託
や
民
営
化

の
検
討
を
行
う
。

16
　一般質問とは、議員が市政全般にわた

り、市の考えを問うものです。今回の議

会では、16人の議員が一般質問を行い

ました。掲載内容は、各議員本人が質問

と答弁を要約したものです。内容のすべ

ては、市議会ホームページの録画中継や

ユーチューブで閲覧できます。

市 民 の 声 を 市 政 に

人がより良い市政を目指して

霧島市議会　中継 検 索

植山　利博 議員

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
廃
止
と
戸
別
回
収

で
ご
み
の
減
量
化
を

問　
「
地
域
主
権
の
拡
大
」
に

伴
い
、
自
治
体
の
自
己
決
定

権
が
増
加
し
、
行
政
活
動
の

根
拠
で
あ
る
条
例
や
規
則
の

重
要
性
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
前
例
主
義
・

上
部
団
体
依
存
主
義
か
ら
脱

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
が
政
策

立
案
の
主
体
に
な
り
、
国
の

基
準
を
参
酌
し
て
法
令
を
解

釈
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
条
例
を
定
め
、
行
財
政

計
画
を
展
開
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
自
治
体
法
務
・
政
策

法
務
な
ど
の
法
務
体
制
の
強

化
を
図
り
、
能
力
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手

段
と
し
て
、
弁
護
士
を
職
員

と
し
て
雇
用
し
常
駐
さ
せ
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

地
方
自
治
体
の
事
務
の

範
囲
が
拡
大
し
、「
地
域
に

根
ざ
し
た
政
策
を
自
ら
立
案

で
き
る
」
能
力
を
持
っ
た
人

材
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
現
在
は
、
顧
問

弁
護
士
の
指
導
・
助
言
を
受

け
て
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
鹿
児
島
空
港
の
利
用
率
向

上
対
策
に
つ
い
て

・
古
樹
・
老
木
の
保
存
に
つ

い
て

自
治
体
法
務
の
対

策
と
し
て
、
弁
護

士
の
常
駐
を

ユーチューブでの録画配信は、平成26年３月

議会の一般質問から配信しています。

前島　広紀 議員

さ
ん
し
ゃ
く

一般会計
補正予算

16億9,705万3千円
を追加

予算総額は、563億1,705万3千円に

国
分
上
小
川
工
業
団
地
を
京

セ
ラ
㈱
に
売
却

■問　
国
分
上
小
川
工
業
団
地

の
売
却
に
関
し
、
上
下
水
道

管
の
布
設
工
事
費
用
は
、
売

却
額
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

旅
費
や
そ
の
他
の
経
費
も
含

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答　
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
費
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
他
に
道
路
改
良
な
ど
も

行
っ
て
い
る
が
、
市
民
も
利

用
す
る
の
で
、
今
回
の
売
却

額
と
は
切
り
離
し
た
。
用
地

取
得
費
と
設
計
・
造
成
工
事

費
（
15
億
２
６
４
５
万
２
５

０
０
円
）
を
ベ
ー
ス
に
算
定

し
た
。

■問　
近
隣
の
実
勢
価
格
と
比

較
し
た
場
合
、
１
坪
当
た
り

４
万
２
３
０
０
円
の
金
額
は

妥
当
か
。

■答　
今
回
は
、
工
場
用
地
と

い
う
こ
と
で
用
途
を
制
限
し

て
あ
り
、
ま
た
、
買
戻
し
特

約
も
設
定
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
含
め
て
価
格
を
決
定
し

て
い
る
の
で
、
公
示
価
格
と

単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

プ
ー
ル
改
修
後
の
開
館
に
つ

い
て■問　

国
分
総
合
プ
ー
ル
に
つ

い
て
、
今
回
ダ
ク
ト
を
撤
去

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

を
外
し
て
支
障
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
い
つ
頃
開
館
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

■答　
撤
去
す
る
ダ
ク
ト
は
、上

に
あ
が
っ
た
暖
か
い
空
気
を

下
に
お
ろ
す
目
的
で
使
わ
れ

て
い
た
。
今
後
は
、２
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
冷
暖
房
設
備
を
利

用
し
て
対
応
し
て
い
く
。
開

館
は
、
需
要
が
多
い
夏
休
み

前
を
予
定
し
て
い
る
。

介
護
福
祉
施
設
の
防
災
改
修

に
つ
い
て

■問　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
事
業
と
し
て
、
既
存
施

設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備

や
防
災
改
修
等
を
行
う
が
、

未
整
備
の
施
設
は
市
内
に
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
。

■答　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が

24
か
所
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

補
助
事
業
の
活
用
や
、
個
々

で
の
整
備
に
よ
り
、
全
て
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小

規
模
多
機
能
居
宅
介
護
施
設

は
義
務
付
け
が
な
い
が
、
要

介
護
度
が
３
以
上
の
方
が
宿

泊
さ
れ
る
施
設
に
は
指
導
を

し
て
お
り
、
整
備
さ
れ
て
い

る
。

第
2
回

（第１号）

定 

例 

会

改修中の国分総合プール

◆基金管理事務事業 13億5,935万3千円

　公有財産の売却収入(国分上小川工業団地用地分)を､
財政調整基金へ積み立てる

◆共生･協働推進総務管理事業 635万円

　耐震基準に満たない地区自治公民館の耐震補強改修
工事１か所､ ほか４集会施設の耐震補強計画を作成する

◆道路施設防災安全対策事業 9,000万円

　有下７号線ほか２路線の交通事故防止及び通学児童･
生徒の安全確保のため､用水路に蓋を設置し､歩道とし
て利用する

◆商工総務管理事務事業 5,300万円

　老朽化している霧島市ローカルエネルギー館を解体･
撤去する

◆国分総合プール管理運営事業 2,000万円

　経年破損により､天井に設置してあるダクトの金属片
が落下したため､撤去し安全を確保する

◆活動火山周辺地域防災営農対策事業 1,779万6千円

　降灰を除去することによって荒茶品質の低下を防止
し､農業所得の向上を図る

一般会計補正予算（第１号）の主な事業

老木のくろがねもち


